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▲１１月１９日 全電通会館ホール 第３波総決起集会に４６９人が結集

１０
月
９
日
人
事
委
員
会
勧
告
以
降
、
５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
全
力
で
闘
い
ま
し
た
。

自
宅
に
係
る
住
居
手
当
を
廃
止
し
、
借
家
・
借
間
で
２７
、

０
０
０
円
以
上
家
賃
負
担
す
る
世
帯
主
に
限
定
し
、
手
当
額

を
８
、
３
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
清
掃
職
員
の
９
割
が
住
居

手
当
受
給
者
で
、
ほ
と
ん
ど
が
持
ち
家
で
あ
り
、
甚
大
な
影

響
が
出
る
と
闘
い
を
強
め
ま
し
た
。

区
長
会
は
勧
告
通
り
の
給
与
改
定
を
目
指
し
、
わ
が
組
合

は
２２
日
第
１
波
総
決
起
集
会
か
ら
闘
争
開
始
。
地
連
別
総
決

起
集
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
要
請
、各
区
長
要
請
も
行
い
、

職
場
か
ら
の
切
実
な
要
求
を
訴
え
て
来
ま
し
た
。

１０
月
２４
日
区
長
会
に
要
求
書
を
提
出
し
、
専
門
委
員
会
交

渉
で
課
題
解
決
を
求
め
ま
し
た
。
１１
月
６
日
第
４
回
団
体
交

渉
で
は
、
わ
が
組
合
の
要
求
に
一
切
応
え
ず
、
業
務
職
給
料

表
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
し
、
不
誠
実
な
対
応

に
終
始
。
自
宅
に
係
る
住
居
手
当
を
廃
止
し
、
経
過
措
置
は

早
期
に
本
則
へ
と
の
態
度
で
し
た
。

我
々
に
歩
み
寄
ろ
う
と
し
な
い
区
長
会
の
態
度
を
改
め
さ

せ
る
べ
く
、
２２
日
１
時
間
ス
ト
を
配
置
し
、
１５
日
区
長
会
総

会
要
請
、
１８
日
区
長
会
会
長
要
請
、
１９
日
第
３
波
総
決
起
集

会
を
貫
徹
し
ま
し
た
。

２１
日
に
至
る
も
、区
長
会
は
踏
み
込
ん
だ
回
答
を
示
さ
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
妥
結
で
き
な
い
と
通
告
し
、
夕
方
の
中
央
委

員
会
で
重
点
課
題
を
確
認
し
交
渉
を
強
化
し
ま
し
た
。
進
展

が
な
い
た
め
、
局
面
打
開
に
向
け
ト
ッ
プ
会
談
が
持
た
れ
、

よ
う
や
く
団
体
交
渉
へ
。

２２
日
深
夜
、
第
５
回
団
体
交
渉
で
区
長
会
提
案
を
受
け
入

れ
、
ス
ト
を
回
避
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
行
（
一
）
給
料

表
は
勧
告
通
り
引
下
げ
改
定
、
業
務
職
給
料
表
は
勧
告
給
料

表
に
準
じ
た
引
下
げ
改
定
で
し
た
。
新
旧
制
度
差
額
分
を
自

宅
に
係
る
住
居
手
当
受
給
者
の
不
利
益
軽
減
に
措
置
す
る
と

し
、
長
期
間
の
経
過
措
置
を
提
示
さ
せ
ま
し
た
。
技
能
・
業

務
系
人
事
制
度
の
改
善
や
切
替
調
整
号
数
の
廃
止
は
、
協
議

す
る
と
し
た
も
の
の
、
動
き
は
鈍
く
、
今
後
は
区
段
階
か
ら

も
働
き
か
け
を
い
っ
そ
う
強
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
く
闘
い
の
準
備
を
進
め
、
要
求
実
現
に
向
け
奮
闘
し
ま

し
ょ
う
。

１３
賃
金

確
定
闘
争

妥
結
号

�
２
０
１
３
年

賃
金
確
定
交
渉

区
長
会
の
最
終
提
案
に
対
す
る
判
断
に
つ
い
て

は
じ
め
に
（
国
の
情
勢
）

昨
年
の
衆
議
院
解
散
・
総
選

挙
、
そ
し
て
政
権
交
代
か
ら
一

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

自
民
党
政
権
は
、
依
然
と
し

て
高
い
支
持
率
を
背
景
に
、
憲

法
改
悪
、
特
定
秘
密
保
護
法
案

制
定
、
国
民
投
票
法
改
悪
な
ど

の
制
度
変
革
を
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
フ

レ
経
済
か
ら
の
脱
却
・
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
推
進
を
掲
げ
、
企
業

に
対
し
て
賃
上
げ
を
訴
え
る
一

方
で
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

改
悪
を
始
め
と
す
る
反
動
的
な

動
き
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
。

今
期
賃
金
確
定
交
渉
が
最
終

局
面
に
向
か
う
１１
月
１５
日
、
政

府
は
本
年
の
人
事
院
報
告
の
取

扱
い
と
併
せ
て
、
国
家
公
務
員

給
与
の
臨
時
特
例
減
額
措
置
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年
３
月

を
も
っ
て
終
了
す
る
と
し
た

他
、「
公
務
員
給
与
の
総
合
的

見
直
し
」
へ
の
着
手
に
言
及
し

た
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

「
国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
、
①
地
場
の
賃
金
を
よ

り
公
務
員
給
与
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
見
直
し

②
５０
歳
台
後

半
層
の
官
民
の
給
与
差
を
念
頭

に
置
い
た
高
齢
層
職
員
の
給
与

構
造
の
見
直
し

③
職
員
の
能

力
・
実
績
に
よ
り
的
確
な
処
遇

へ
の
反
映
な
ど
給
与
体
系
の
抜

本
的
改
革
に
取
り
組
み
、
平
成

２６
年
度
中
か
ら
実
施
に
移
す
。

こ
の
た
め
、
早
急
に
具
体
的
な

措
置
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
、

人
事
院
に
対
し
要
請
す
る
」
と

し
た
。
ま
た
、「
地
方
公
務
員

の
給
与
決
定
に
つ
い
て
は
、
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地

方
公
務
員
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て

適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

厳
し
い
財
政
状
況
及
び
各
地
方

公
共
団
体
の
給
与
事
情
等
を
十

分
検
討
の
上
、
既
に
国
家
公
務

員
又
は
民
間
の
給
与
水
準
を
上

回
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
適
正
化
を
図

る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
適
正

な
定
員
管
理
及
び
人
件
費
の
抑

制
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
施

策
を
厳
に
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

行
政
の
合
理
化
、
能
率
化
を
図

り
、
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

に
取
り
組
む
よ
う
要
請
す
る
も

の
と
す
る
」
と
し
た
。

国
家
公
務
員
の
臨
時
特
例
減

額
措
置
の
終
了
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
も
の
の
、
政
府
が
公
務
員

の
総
人
件
費
削
減
を
狙
っ
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
臨

時
特
例
の
終
了
と
給
与
の
総
合

的
見
直
し
へ
の
着
手
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
務

員
給
与
回
復
の
た
め
の
取
組

は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し

た
と
言
え
る
。
特
別
区
の
今
期

賃
金
確
定
交
渉
は
、
か
か
る
厳

し
い
情
勢
下
で
の
取
組
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
に
つ
い
て

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
１０

月
９
日
、
各
区
長
と
各
区
議
会

に
対
し
て
「
職
員
の
給
与
に
関

す
る
報
告
及
び
勧
告
」を
行
っ
た
。

�
月
例
給
と

特
別
給
に
つ
い
て

月
例
給
に
つ
い
て
は
、
職
員

給
与
が
民
間
給
与
を
（
５
８
８

円
、
０
・
１４
％
）
上
回
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の

引
き
下
げ
改
定
と
し
、
特
別
給

（
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
）
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
特
別
給
（
賞

与
）
と
概
ね
均
衡
し
て
い
る
た

め
改
定
な
し
と
し
た
。

月
例
給
は
、
５
年
連
続
の
引

き
下
げ
改
定
で
、
職
員
の
平
均

年
間
給
与
は
、
約
９
千
円
の
減

額
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
日
本

一
生
計
費
の
高
い
首
都
圏
で
暮

ら
す
特
別
区
職
員
の
生
活
実
態

を
ま
っ
た
く
顧
み
な
い
も
の

で
、
他
の
政
令
市
の
ほ
と
ん
ど

が
「
改
定
な
し
」
と
し
て
い
る

こ
と
に
比
べ
て
も
厳
し
い
内
容

で
あ
っ
た
。

２
０
１
３
年
春
闘
結
果
の
労

２２００１１３３賃賃金金確確定定闘闘争争 妥妥結結
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働
団
体
や
経
済
団
体
の
集
計
を

見
て
も
、
率
・
額
と
も
引
上
げ

と
集
計
さ
れ
、
全
体
と
し
て
僅

か
な
が
ら
も
改
善
さ
れ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
給
与
等

の
公
民
比
較
調
査
の
民
間
の
調

査
対
象
企
業
規
模
に
つ
い
て

も
、
２
０
０
６
年
以
降
、
そ
れ

ま
で
の
「
１
０
０
人
以
上
」
か

ら
「
５０
人
以
上
」
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
本
年
の
公
民
比
較
で

は
、
５０
人
以
上
１
０
０
人
未
満

の
企
業
規
模
が
全
体
に
占
め
る

割
合
は
１４
・
４
％
で
、
昨
年
の

１４
・
１
％
か
ら
増
え
て
い
る
。

公
民
比
較
の
民
間
企
業
に
中
小

企
業
を
多
く
加
え
て
、
職
員
賃

金
を
低
く
抑
え
よ
う
と
意
図
し

た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
方
式
を
用
い

た
役
職
段
階
、
学
歴
、
年
齢
に

よ
る
公
民
比
較
は
、
民
間
企
業

と
職
務
内
容
や
職
責
、
職
員
構

成
等
、
そ
の
内
容
も
規
模
も
異

な
る
に
も
係
ら
ず
、
単
な
る
役

職
名
称
に
よ
る
比
較
で
、
職
員

の
賃
金
水
準
を
低
く
抑
え
る
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
職
員
の
利

益
保
護
と
い
う
第
三
者
機
関
と

し
て
の
特
別
区
人
事
委
員
会
の

役
割
と
責
任
を
放
棄
し
た
自
主

性
・
主
体
性
に
欠
け
る
勧
告
で

あ
っ
た
。

�
新
た
な
住
居
手
当

制
度
に
つ
い
て

勧
告
は
、
新
た
な
住
居
手
当

制
度
の
支
給
対
象
者
を
借
家
・

借
間
に
居
住
し
、
一
定
額
（
２７
、

０
０
０
円
以
上
）
の
家
賃
を
負

担
す
る
世
帯
主
等
に
限
定
し
、

手
当
の
月
額
を
８
、
３
０
０
円

と
し
た
。
自
宅
に
係
る
住
居
手

当
に
つ
い
て
は
、
廃
止
を
勧
告

し
た
。
ま
た
、
一
定
年
齢
層
（
当

該
年
度
末
現
在
、
満
２７
歳
ま
で

・
満
２８
歳
か
ら
満
３２
歳
ま
で
）

の
職
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８
、

７
０
０
円
、
９
、
３
０
０
円
を

月
額
に
加
算
す
る
と
し
た
。
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
（
必
要

に
応
じ
て
経
過
措
置
を
実
施
）

と
し
た
。

新
た
な
住
居
手
当
制
度
は
、

若
年
層
に
対
す
る
加
算
措
置
を

し
た
こ
と
は
一
定
程
度
評
価
で

き
る
も
の
の
、
自
宅
に
係
る
住

居
手
当
を
廃
止
と
し
た
こ
と

は
、
職
員
に
与
え
る
影
響
が
極

め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
特

別
区
の
住
居
手
当
の
受
給
者

は
、
全
職
員
の
６２
・
０３
％
に
あ

た
る
３
６
、
３
７
３
人
で
、
持

家
居
住
者
は
全
職
員
の
４６
・
００

％
に
あ
た
る
２
６
、
９
７
３
人

で
あ
る
。
わ
が
組
合
の
賃
金
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
清
掃
職
員

の
約
９
割
が
住
居
手
当
受
給
者

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
に

係
る
住
居
手
当
受
給
者
で
あ

る
。
あ
ま
り
に
も
影
響
の
大
き

い
見
直
し
の
勧
告
で
あ
っ
た
。

�
勤
勉
手
当
の
成
績

率
制
度
に
つ
い
て

「
�

今
後
の
給
与
制
度
」

の
「
２

諸
手
当
（
勤
勉
手
当

制
度
）
」
と
し
て
、「
成
績
率
の

運
用
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
改

善
が
図
ら
れ
た
区
が
あ
る
も
の

の
、
一
部
の
区
で
は
依
然
と
し

て
制
度
趣
旨
に
合
致
し
な
い
状

況
。
制
度
の
導
入
目
的
を
踏
ま

え
、
適
正
に
運
用
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
各
区
の
制
度
運
用

に
つ
い
て
言
及
し
た
。

�
再
任
用
職
員
の

給
与
に
つ
い
て

「
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
係

る
国
の
検
討
状
況
や
民
間
の
動

向
を
引
き
続
き
注
視
」
と
し
て
、

国
に
追
随
し
て
再
任
用
職
員
の

賃
金
水
準
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
言
及
を
先
送
り
と
し
た
。

闘
い
の
経
過
に
つ
い
て

１０
月
９
日
、
特
別
区
人
事
委

員
会
勧
告
が
各
区
長
と
各
区
議

会
に
示
さ
れ
た
。
わ
が
組
合
は

直
ち
に
区
長
会
に
対
し
て
要
請

行
動
を
実
施
し
、
精
確
な
公
民

比
較
と
は
言
え
な
い
今
回
の
不

当
な
勧
告
と
は
切
り
離
し
た
給

与
改
定
を
求
め
た
。
区
長
会
会

長
か
ら
は
、
勧
告
を
「
重
く
受
け

止
め
」「
尊
重
す
る
姿
勢
で
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、

勧
告
ど
お
り
の
給
与
改
定
に
対

す
る
強
い
意
欲
が
表
明
さ
れ
た
。

１０
月
２２
日
、
３
０
９
名
の
組

合
員
の
結
集
の
下
、
連
合
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
一
波
総
決
起

集
会
は
、
本
格
的
な
闘
い
が
開

始
さ
れ
る
直
前
の
闘
争
開
始
宣

言
と
位
置
付
け
ら
れ
、
本
年
の

特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
の
不

当
性
を
訴
え
る
と
同
時
に
、
今

期
確
定
闘
争
の
主
な
課
題
等
を

確
認
す
る
こ
と
で
本
格
的
な
秋

季
確
定
闘
争
の
全
体
の
意
思
統

一
を
図
っ
た
。
翌
週
の
１０
月
３０

日
に
は
第
５
地
連
、
１１
月
１
日

に
は
第
１
地
連
、
５
日
に
は
第

２
地
連
、
７
日
に
は
第
３
地
連

と
第
４
地
連
と
、
各
地
連
毎
に

第
二
波
に
あ
た
る
決
起
集
会
を

開
催
す
る
と
同
時
に
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
区
長
へ
の
要
請
行
動
を
実

施
す
る
な
ど
、
要
求
前
進
に
向

け
た
地
連
毎
の
取
組
み
が
展
開

さ
れ
た
。
さ
ら
に
１１
月
５
日
か

ら
１３
日
の
期
間
に
は
、
各
区
長

に
対
す
る
要
請
行
動
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
職
場
か
ら
の
切
実

な
要
求
に
誠
意
を
も
っ
て
対
応

す
る
よ
う
求
め
た
。

本
部
と
区
長
会
と
の
間
で
の

統
一
交
渉
は
、
１０
月
２４
日
の
第

３
回
団
体
交
渉
で
『
２
０
１
３

年
度
賃
金
確
定
に
係
る
要
求

書
』
を
提
出
し
、
今
期
賃
金
確

定
期
の
本
格
的
な
交
渉
が
始
ま

っ

た
。
１０
月
２８
日

の

第
１
回

専
門
委
員
会
交
渉
で
は
「
勧
告

の
精
査
」
に
つ
い
て
、
３０
日
に

は
「
技
能
・
業
務
系
人
事
制
度
」
、

１１
月
１
日
に
は
「
諸
手
当
、
勤

勉
手
当
の
成
績
率
制
度
」
と
、

連
日
の
よ
う
に
専
門
委
員
会
交

渉
を
実
施
し
、
今
期
確
定
闘
争

の
多
く
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
、
職
場
の
実
態
等
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
今
期
賃
金
確
定
期

で
の
解
決
を
求
め
た
。

１１
月
６
日
、
中
間
団
交
と
な

っ
た
第
４
回
団
体
交
渉
で
は
、

わ
が
組
合
か
ら
の
要
求
に
対
す

る
検
討
状
況
に
つ
い
て
質
し
た

と
こ
ろ
、
区
長
会
は
「
（
勧
告

の
内
容
に
つ
い
て
）
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
」
と
し
、
業

務
職
給
料
表
に
つ
い
て
「
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
」「
本
年
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
交
渉

結
果
を
踏
ま
え
、
勧
告
さ
れ
た

給
料
表
の
改
定
内
容
に
準
じ
た

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
」
と

す
る
ば
か
り
で
、
業
務
職
給
料

表
の
提
示
時
期
も
明
ら
か
に
し

な
い
と
い
う
不
誠
実
か
つ
不
当

な
態
度
に
終
始
し
た
。

ま
た
、
特
別
区
人
事
委
員
会

か
ら
勧
告
さ
れ
た
『
新
た
な
住

居
手
当
制
度
』
に
つ
い
て
も
、

「
国
や
他
団
体
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
た
場
合
、
自
宅
に
係
る

住
居
手
当
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

「
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
の

実
施
」
と
、
勧
告
ど
お
り
の
見

直
し
に
向
け
て
の
強
い
意
欲
を

表
明
す
る
と
同
時
に
、
経
過
措

置
に
つ
い
て
は
、「
早
期
に
本

則
へ
移
行
す
る
こ
と
を
基
本
」

と
し
、
職
員
の
不
利
益
を
軽
減

す
る
よ
う
求
め
た
経
過
措
置
に

つ
い
て
も
、
踏
み
込
ん
だ
考
え

方
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
区
長
会
は
、
勤
勉
手

当
の
成
績
率
制
度
に
つ
い
て
「
成

績
率
の
原
資
の
う
ち
扶
養
手
当

に
相
当
す
る
額
の
配
分
方
法
を

見
直
し
た
い
」
と
、
見
直
し
に

向
け
た
強
い
意
欲
を
表
明
し

た
。
わ
が
組
合
は
、
扶
養
親
族

の
多
寡
と
い
う
属
人
的
な
要
素

を
成
績
率
制
度
の
原
資
と
す
る

こ
と
は
、
判
定
区
分
ご
と
に
、

区
ご
と
に
、
年
度
ご
と
に
原
資

の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
、
制
度
と
し
て
の
不
適
切
さ
、

不
安
定
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
業
務
職
給
料
表
の
号

給
切
替
え
に
伴
う
昇
給
調
整
措

置
の
終
了
要
求
に
つ
い
て
も
、

ま
っ
た
く
応
え
よ
う
と
せ
ず
、

頑
な
な
態
度
に
終
始
し
た
。

１１
月
１１
日
、
第
１
回
拡
大
闘

争
委
員
会
を
開
催
し
、
我
わ
れ

の
要
求
に
全
く
歩
み
寄
ろ
う
と

し
な
い
区
長
会
の
態
度
を
改
め

さ
せ
る
べ
く
、
１１
月
２２
日
の
始

業
時
か
ら
１
時
間
の
実
力
行
使

を
配
置
し
、
今
後
の
交
渉
を
更

に
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
１１
月
１５
日
に
は
、
区
長
会

総
会
に
対
す
る
要
請
行
動
と
座

り
込
み
行
動
を
貫
徹
し
、
１１
月

１８
日
に
は
区
長
会
会
長
に
対

し
、
各
地
連
代
表
か
ら
職
場
の

実
態
を
訴
え
る
要
請
行
動
を
実

施
、
区
長
会
会
長
と
し
て
踏
み

込
ん
だ
対
応
を
求
め
た
。
翌
１９

日
の
第
三
波
総
決
起
集
会
は
、

全
電
通
会
館
ホ
ー
ル
に
４
６
９

名
の
組
合
員
が
結
集
し
、
最
終

局
面
に
向
け
て
組
織
の
総
力
を

傾
注
す
る
こ
と
の
意
思
統
一
を

図
っ
た
。

今
期
確
定
闘
争
は
各
区
長
へ

の
要
請
行
動
、
全
組
合
員
及
び

家
族
に
よ
る
署
名
や
ス
テ
ッ
カ

ー
闘
争
、
適
時
の
職
場
報
告
集

会
等
を
取
り
組
む
な
ど
、
職
場

か
ら
の
大
衆
闘
争
を
基
に
組
織

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。

最
終
局
面
で
の
自
主
的
・

主
体
的
な
決
着

区
長
会
側
が
交
渉
期
限
と
し

た
１１
月
２１
日
、
専
門
委
員
会
交

渉
、
小
委
員
会
交
渉
が
持
た
れ

た
が
、
区
長
会
側
は
、
こ
れ
ま

で
の
考
え
方
を
繰
り
返
す
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
わ
が
組
合
は
、

「
私
ど
も
の
要
求
に
踏
み
込
ん

だ
回
答
を
示
す
以
外
に
解
決
の

道
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
べ

き
」「
こ
の
よ
う
な
内
容
で
は

団
体
交
渉
を
持
っ
て
も
、
妥
結

な
ど
で
き
な
い
」こ
と
を
通
告
し
、

団
体
交
渉
ま
で
に
踏
み
込
ん
だ

決
断
を
示
す
こ
と
を
求
め
た
。

１７
時
３０
分
か
ら
開
催
さ
れ
た

第
２
回
中
央
委
員
会
で
は
、
今

賃
金
確
定
期
の
重
点
課
題
を
５

項
目
に
焦
点
を
絞
り
、
区
長
会

か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
よ
う
交

渉
を
強
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
重
点
課
題
の
５
項
目
は
、

住
居
手
当
の
見
直
し
に
あ
た
っ

て
、
①
現
行
制
度
と
新
制
度
と

の
差
額
分
を
、
自
宅
に
係
る
住

居
手
当
受
給
者
の
不
利
益
軽
減

と
し
て
措
置
を
求
め
る
。
②
長

期
の
経
過
措
置
を
設
定
す
る
よ

う
求
め
る
。
③
給
与
月
額
を
重

視
し
た
対
応
を
求
め
、
来
年
以

降
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
再
協

議
を
求
め
る
。
④
勤
勉
手
当
の

成
績
率
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
扶
養
手
当
相
当
分
の
原

資
の
配
分
方
法
の
見
直
し
を
提

案
さ
せ
な
い
。
⑤
現
業
系
人
事

制
度
に
つ
い
て
、
従
来
の
姿
勢

よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
求

め
る
。
以
上
、
５
項
目
と
し
た
。

そ
の
後
の
交
渉
で
も
進
展
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
局
面

の
打
開
に
向
け
て
中
央
執
行
委

員
長
・
書
記
長
と
区
長
会
側
交

渉
委
員
の
責
任
者
で
あ
る
副
区

長
会
会
長
・
副
会
長
と
の
会
談

が
持
た
れ
た
。
副
区
長
会
会
長

か
ら
は
、
焦
点
と
な
っ
た
住
居

手
当
制
度
の
見
直
し
に
係
る
経

過
措
置
に
つ
い
て
、
４
段
階
の

経
過
措
置
を
経
て
本
則
に
入
る

こ
と
、
ま
た
、
金
額
に
つ
い
て

も
組
合
側
要
求
に
応
え
る
内
容

を
提
示
し
た
。
成
績
率
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
、
扶
養
手

当
相
当
分
の
「
配
分
方
法
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
提
案
を
断
念

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
技
能
・
業
務
系
人
事
制

度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
所

要
の
見
直
し
は
図
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
つ
つ

も
、「
今
後
と
も
各
特
別
区
に

お
け
る
運
用
状
況
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
適
切
な
検
討
を
行
っ
て

▲１１月１５日 区長会総会要請 座り込む組合員の声を受け止めよ
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ま
い
り
ま
す
」
と
い
う
考
え
方

を
明
ら
か
に
し
た
。

厳
し
い
闘
い
と
な
っ
た
２
０

１
３
確
定
闘
争
は
、
各
地
連
・

（
総
）
支
部
と
本
部
が
一
体
と

な
っ
た
行
動
を
展
開
す
る
中

で
、
労
使
に
よ
る
自
主
的
・
主

体
的
な
決
着
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
３
賃
金
確
定
闘
争
、

区
長
会
最
終
提
案
に
つ
い
て

区
長
会
の
最
終
提
案
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
項
目
で
組
合
要

求
に
応
え
た
も
の
で
は
な
く
不

満
が
残
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
最
終
局
面
で
、
住
居
手
当

の
見
直
し
の
経
過
措
置
に
つ
い

て
、
組
合
側
の
主
張
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
認
め
、
現
行
制
度
と
新

制
度
の
差
額
分
を
不
利
益
の
軽

減
と
し
て
措
置
す
る
こ
と
や
、

組
合
側
の
求
め
る
経
過
措
置
期

間
を
担
保
さ
せ
た
こ
と
、
成
績

率
制
度
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
扶
養
手
当
相
当
分
を
原
資

と
す
る
「
配
分
方
法
の
見
直
し
」

の
提
案
を
断
念
さ
せ
た
こ
と
な

ど
、
区
長
会
の
頑
な
な
態
度
を

改
め
さ
せ
、
最
終
局
面
で
踏
み

込
ん
だ
回
答
を
示
さ
せ
た
こ
と

は
、
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

�
特
別
区
人
事
委
員
会
勧

告
の
取
扱
い
に
つ
い
て

給
料
表
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
勧
告
ど
お
り
の
改
定
と
な

っ
た
。
ま
た
、
業
務
職
給
料
表

に
つ
い
て
も
勧
告
給
料
表
に
準

じ
た
改
定
と
な
っ
た
。
５
年
連

続
の
月
例
給
の
引
下
げ
な
ど
、

不
満
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
勧

告
制
度
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て

き
た
役
割
や
、
公
務
員
を
取
り

巻
く
現
下
の
情
勢
、
労
使
に
よ

る
自
主
決
着
を
図
る
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

�
住
居
手
当
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

今
期
確
定
闘
争
の
最
終
局
面

で
の
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
た

「
現
行
制
度
と
新
制
度
と
の
差

額
分
を
、
自
宅
に
係
る
住
居
手

当
受
給
者
の
不
利
益
軽
減
と
し

て
措
置
を
求
め
る
」
に
つ
い
て

は
、
最
終
局
面
で
区
長
会
に
大

き
な
譲
歩
を
引
き
出
し
た
。
平

成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
の
制
度

実
施
に
あ
た
っ
て
の
経
過
措
置

に
つ
い
て
、「
早
期
の
本
則
へ

移
行
す
る
こ
と
を
基
本
」
と
す

る
区
長
会
の
頑
な
な
姿
勢
か

ら
、
４
段
階
の
経
過
措
置
の
対

応
と
さ
せ
た
。
ま
た
、
現
行
制

度
と
新
制
度
と
の
差
額
の
扱
い

に
つ
い
て
組
合
側
の
主
張
を
ほ

ぼ
全
面
的
に
認
め
る
経
過
措
置

の
判
断
を
引
き
出
し
た
。
具
体

的
に
は
、
平
成
２６
年
４
月
１
日

〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日：

６
、

０
０
０
円
、
平
成
２７
年
４
月
１

日
〜
平
成
２８
年
３
月
３１
日：

４
、

０
０
０
円
、
平
成
２８
年
４
月
１

日
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日：

２
、

０
０
０
円
、
平
成
２９
年
４
月
１

日：

本
則

と
い
う
内
容
で
あ

る
。給

与
月
額
を
重
視
し
た
対
応

を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
本
給
や
他
の
諸
手
当
制
度
も

含
め
た
給
与
制
度
全
体
の
あ
り

方
も
見
据
え
て
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
考
え

方
を
示
し
、
必
ず
し
も
労
使
の

主
張
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
今
後
の
協
議
の
足

が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

�
勤
勉
手
当
の
成
績
率
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て

こ
の
間
の
専
門
委
員
会
交
渉

等
の
組
合
側
主
張
を
踏
ま
え
、

「
配
分
方
法
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
の
提
案
を
断
念
さ
せ
た
。

区
長
会
は
引
き
続
き
の
協
議
を

求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
配

分
方
法
の
見
直
し
」
で
は
な
く
、

別
の
方
策
を
労
使
で
協
議
す
る

こ
と
と
し
た
。

�
技
能
・
業
務
系
人
事
制

度
の
改
善
に
つ
い
て

こ
の
間
の
専
門
委
員
会
交
渉

で
は
、「
所
要
の
見
直
し
は
図

ら
れ
て
い
る
」「
各
区
か
ら
そ

の
よ
う
な
要
望
は
受
け
て
い
ま

せ
ん
」
と
い
う
認
識
を
繰
り
返

し
て
い
た
が
、
最
終
局
面
で
の

当
局
側
交
渉
委
員
の
責
任
者
で

あ
る
副
区
長
会
会
長
か
ら
「
適

切
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
い
う
発
言
を
引
き
出
せ

た
こ
と
は
評
価
が
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
の
発
言
を
も
っ
て
新

た
な
見
直
し
を
確
約
さ
せ
た
も

の
で
は
な
い
。
今
後
の
各
区
段

階
で
の
取
組
が
重
要
と
な
る
。

�
切
替
調
整
措
置
の
終
了

（
切
替
調
整
号
数
の
廃

止
）
に
つ
い
て

職
務
に
対
す
る
意
欲
の
維
持

の
観
点
か
ら
一
日
も
早
く
切
替

調
整
措
置
を
終
了
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
が
、「
業
務
職
給

料
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
」
と

い
う
認
識
を
示
し
、
今
後
国
か

ら
の
指
導
で
現
業
系
職
員
に
対

す
る
攻
撃
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
判
断
の
時
期
で
は
な
い

と
い
う
考
え
方
を
全
く
変
え
よ

う
と
し
て
い
な
い
。

最
終
団
体
交
渉
で
も
「
現
状

で
の
対
応
は
困
難
」
と
い
う
認

識
を
繰
り
返
し
た
が
、「
本
年
２

月
の
退
職
手
当
見
直
し
に
関
す

る
団
体
交
渉
の
場
で
も
申
し
上

げ
た
と
お
り
、
今
後
と
も
、
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」と
表
明
し
た
。

�
再
任
用
職
員
の
賃
金

水
準
に
つ
い
て

区
長
会
は
再
任
用
賃
金
水
準

に
つ
い
て
、
特
別
区
人
事
委
員

会
勧
告
で
具
体
的
な
賃
金
水
準

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、「
現
行
制
度
を

適
用
し
て
い
く
も
の
」
と
い
う

考
え
方
を
明
ら
か
に
し
、
最
後

ま
で
こ
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

現
行
の
再
任
用
賃
金
水
準
は

一
部
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢

期
の
雇
用
問
題
は
、
雇
用
と
年

金
を
確
実
に
接
続
す
る
こ
と
で

職
員
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

が
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を

再
三
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
て
き

た
が
、
区
長
会
の
考
え
を
改
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
厳
し

い
判
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

最
後
に（
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

多
く
の
要
求
項
目
に
つ
い

て
、
納
得
で
き
る
回
答
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
不
満
が
残

る
が
、
住
居
手
当
の
見
直
し
に

係
る
経
過
措
置
の
対
応
や
、
成

績
率
制
度
に
係
る
扶
養
手
当
相

当
分
の
原
資
配
分
に
つ
い
て
「
配

分
方
法
の
見
直
し
」
の
提
案
を

見
送
ら
せ
た
こ
と
な
ど
、
重
点

課
題
に
つ
い
て
組
合
側
の
主
張

に
大
き
く
歩
み
寄
り
を
引
き
出

し
た
こ
と
は
評
価
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

わ
が
組
合
は
、
２３
区
・
清
掃

一
組
と
い
う
複
数
の
自
治
体
を

貫
く
単
一
労
働
組
合
と
い
う
組

織
形
態
を
選
択
し
、
賃
金
確
定

闘
争
を
自
ら
の
闘
い
と
位
置
付

け
、
８
度
目
の
賃
金
確
定
闘
争

を
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
組

ん
だ
。
今
期
賃
金
確
定
闘
争
の

到
達
点
は
、
各
地
連
や
職
場
か

ら
の
闘
い
を
積
み
上
げ
た
結
果

で
あ
り
、
全
組
合
員
の
奮
闘
に

対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
る
。

昇
給
調
整
措
置
の
終
了
や
現

業
系
人
事
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
、
今
期
賃
金
確
定
闘
争
で
区

長
会
の
決
断
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
不
満
が
残
る
。
区
長

会
側
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
「
業
務
職
給
料
表
は
高
い
水

準
に
あ
る
」「
各
区
か
ら
そ
う

い
う
要
望
は
い
た
だ
い
て
い
な

い
」
と
い
う
認
識
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
の
各
区

段
階
で
の
取
組
や
各
区
職
労
と

の
共
闘
が
重
要
と
な
る
。
現
業

職
員
の
構
成
や
「
活
用
」
状
況

等
は
、
区
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
特
区
連
と
も
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が

ら
、
今
後
の
具
体
的
な
取
組
を

提
起
し
た
い
。
各
（
総
）
支
部
、

地
連
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

支
部
交
渉
と
本
部
（
統
一
）
交

渉
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
こ

と
で
、
困
難
な
課
題
の
前
進
に

結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

闘
い
は
継
続
す
る
。
依
然
と

し
て
厳
し
い
情
勢
下
で
は
あ
る

が
、
引
き
続
き
今
後
の
闘
い
に

全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
今
期
賃
金
確
定
闘
争
の
区

切
り
と
す
る
。

以
上

▲１１月１８日 西川区長会会長に要請する第四地連嶋根議長

� 給与改定諸項目の内容
備 考

平成２６年１月
１日から実施

勧告給料表の
実施時期

� 交渉項目の扱い

内 容

平成２６年度給与改定交渉期までには結論が得
られるよう引き続き協議事項とする。

平成２６年度給与改定交渉期までには結論が得
られるよう引き続き協議事項とする。

内 容

勧告のとおり実施する。

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

現行制度を適用する。

項 目

行政職給料表（一）
医療職給料表（二）
医療職給料表（三）

業務職給料表

新たな住居手当制度
について

勤務１時間当たりの
給与額の算出方法に
ついて

再任用の給与につい
て

項 目

任期付短時間勤務職
員採用制度の各区事
項化

勧奨退職特例措置の
各区事項化
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